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(１) 授業の実施 

１）教育計画に基づいて次の授業を実施した。 

自動車整備科及び自動車研究科１・２年次   

区 分 科 目 
時間数 

１学年 ２学年 

学 科 

一般教養  ８０ 

５６８ 

 ４０ 

３０８ 
自動車工学・整備 ４２２ ２４２ 

機器の構造取扱  ４０  

関係法規  ２６  

自動車検査   ２６ 

実 習 

工作実習  ４４ 

６７６ 

 

８４４ 
測定実習  ４４  

自動車整備作業 ５４８ ８２０ 

自動車検査  ４０  ２４ 

  課 外 課外授業   ２５２ 

 

  ２８０ 

合  計 １，４９６ １，４３２ 

 

 
 

 

 

     

自動車研究科 ３年次 （開講のべ時

間）数） 

 

   

区 分 科 目 時間数 

学 科 

国土交通省指定学科 ３９０ 

８５０ 
国土交通省指定外

学科 

教養学科 ２７０ 

選択学科 １９０ 

実 習 
国土交通省指定実習   ７５０ 

国土交通省指定外実習   ５００ 

課 外 課外授業   ２２６ 

合  計 ２，３２６ 

 

 
     

自動車研究科 ４年次 （開講のべ時間）

数） 

   

区 分 科 目 時間数 

学 科 

国土交通省指定学科 ３０ 

 １８０ 
国土交通省指定外

学科 

教養学科 ２０ 

選択学科 １３０ 

実 習 
国土交通省指定実習 １，１６

０ 
２，３０

０ 
国土交通省指定外

実習 

選択実習 ２９０ 

  研修・研究 ８５０ 

課 外 課外授業   ２２０ 

合  計 ２，７００ 
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カスタマイズ科     

区 分 科 目 時間数 

学 科 

教養学科 ２６ 

２９６ 
車わく車体構造 ７０ 

車わく及び車体の加工 １６０ 

法令関係 ４０ 

実 習 
車わく車体の加工作業 ９１０ 

９９０ 
自動車検査作業 ８０ 

課 外 課外授業   ２００ 

合 計 １，４８６ 

 

 

 

 

モータースポーツ科     

区 分 科 目 時間数 

学 科 

モータースポーツ・プランニング   ９０ 
３７０ ガレージ・メンテナンス １６０ 

サーキット・サービス  １２０ 

実 習 

モータースポーツ・プランニング   ５０ 
９５０ ガレージ・メンテナンス ４５０ 

サーキット・サービス  ４５０ 

課 外 課外授業（一般教養，講演，行事）  １１４ 

 合 計 １，４３４ 

※ モータースポーツ・プランニング 

モータースポーツに関わる企画，運営，管理能力の養成  

※ ガレージ・メンテナンス 

レース参戦車両の製作技術等の習得 

※ サーキット・サービス 

   各サーキット及びドライバーに合わせた車両セッティング技術の習得 
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２）各種資格取得の為、次の試験を受験した。 

資格の種類 試験日 学年  備    考 

ＪＡＦ公認審判員講習 ４月１８日 モータ 日本自動車連盟 

ＪＡＦ国内Ａ級ライセンス講習 ４月２２日 モータ 日本自動車連盟 

ガス溶接技能講習 ４・５月 １学年 厚生労働省 技能講習 

アーク溶接業務特別教育 ４・５月 １学年 厚生労働省 特別教育 

電気自動車の整備等に係る特別教育 ４・５・６月 ２学年 厚生労働省 特別教育 

１級自動車整備士口述試験  ５月 ８日 卒業生 日本自動車整備振興会連合会 

第二種電気工事士筆記試験  ５月２９日 ３学年 電気技術者試験センター 

危険物取扱者  ６月 ３日 １学年 千葉県知事 資格試験 

技術英語検定試験 ６月１１日 ４学年 日本技術英語協会 

損害保険募集人資格 ６月 27･29･30 日 ２学年 日本損害保険協会 

第二種電気工事士技能試験 ７月２３日 ３学年 電気技術者試験センター 

有機溶剤作業主任者技能講習(任意受験) ８月 ３日 １学年 厚生労働省 技能講習 

ＬＳＦＡファーストエイド ９月９・１０日 モータ 
ＬＳＯモータースポーツ 

ライフセービング機構 

ソーシャル検定中級 
 ９月１０日 

１学年 全国自動車大学校・ 

整備専門学校協会 検定試験 ソーシャル検定上級 ３学年 

職業訓練指導員  ９月２５日 モータ 千葉県知事 資格試験 

２級二輪自動車整備士試験 １０月 ２日 

３学年 

モータ 

カスタ 

日本自動車整備振興会連合会 

ＬＳＦＡファーストエイド １０月１９日 カスタ 
ＬＳＯモータースポーツ 

ライフセービング機構 

３級簿記検定 １１月２０日 ３学年 日本商工会議所 

中古自動車査定士 １２月 ７日 ２学年 日本自動車査定協会 

経営学検定初級試験 １２月 ７日 ４学年 日本経営協会 

ＬＳＦＡファーストエイド １２月１３～１５日 ３学年 
ＬＳＯモータースポーツ 

ライフセービング機構 

巻上機運転特別教育 １２月１６日 ３学年 厚生労働省 特別教育 

職業訓練指導員  １月１４日 ３学年 東京都知事 資格試験 

３次元 CAD 利用技術者試験 ２級  ２月１３日 ３学年 コンピューター教育振興協会 

運行管理者  ２月２６日 ３学年 運行管理者試験センター 

１級自動車整備士 
 ３月２６日 

４学年 
日本自動車整備振興会連合会 

２級自動車整備士 ２学年 
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３）課外授業として次の行事を実施した 

学 年 実  施  日 行     事 実施場所 

整・研１学年 ４月 ９日 入学式  

２，３，４学年 ４月１１日 始業式  

全学年 ４月１４日 交通安全祈願祭  

整・研２学年 ４月２０日 健康診断  

研 3,4 学年,ﾓｰﾀｰ,ｶｽﾀ ４月２１日 健康診断 

 

 

全学年 ４月２２日 防災避難訓練  

整・研１学年 ４月２７日 健康診断  

研３，４学年 

 

４月２８日 選択コース決定ガイダンス  

カスタ ５月１５日 ストリートカーナショナルズ見学  

整・研１．２学年   ５月２０日 軽ダート模擬走行  

整・研１学年 ５月２５，２７日 スズキ・フレッシュマン・セミナー  

整・研２学年 ６月 ６日 年金セミナー（佐原年金事務所）  

全学年 ６月７，８，９日 献血(参加者 190 名、献血量合計 63,800cc)  

整・研１学年、カスタ   ６月１３日 千葉運輸支局 セミナー  

カスタ ６月３０日 製作案発表会  

１学年 ７月 校外研修 中止 

全学年 ７月３０日  文月式（体育館、教室毎分散）   

全学年    ９月 １日 長月式（体育館、教室毎分散）   

整・研２学年  ９月６～９日  ドライビング・トレーニング   

全学年  ９月１４日 SAE 報告会  

整・研１学年  ９月１６日  軽ダート プレ走行会  

整・研１学年  ９月２９日  マツダ・セミナー  

全学年 １０月２８日 軽ダート本大会  

全学年 １１月 ２日 体育祭  

整・研１学年 １１月７日～１０日 ドライビング・トレーニング  

整・研１学年 １２月７日 いすゞ自動車トラックメカニズム学習会  

カスタ １２月４日 ホットロッドカスタムカーショウ見学 

 

 

研３学年 １２月８日 いすゞ自動車トラックメカニズム学習会  

研３学年 １２月８日 ＮＧＫスパークプラグ講習会  
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整・研２学年 １２月８日 税金セミナー  

研３学年 １２月９日 日産自動車ＥＶセミナー  

整・研１学年 １２月１３日 三菱ふそうトラック・バス大型車両メカニズム

学習会特別授業 

 

全学年 １２月２２日 年末式（体育館、教室毎分散）  

全学年 １月１０日 年頭式（体育館、教室毎分散）  

整・研２学年 １月１３日 全国統一模擬試験  

全学年 １月１４，１５日 東京オートサロン見学  

研３学年 １月１７日 ボルボ技術講習会  

整・研１学年 １月１９，２０日 日産自動車ＥＶ＆ｅ-Ｐｏｗｅｒセミナー  

研３学年   １月２４日 メルセデスベンツ技術講習会  

研３学年 １月２６日 ＢＭＷ技術講習会  

全学年 ２月１，２，３日 献血(参加者 188 名、献血量合計 62,600cc)  

研４学年 
 ２月 ７日 全国統一模擬試験（１級筆記）  

２月１４日 全国統一模擬試験（１級口述）  

研４学年 ２月２０日 卒業研究発表会  

整・研１学年 ３月 ４日 全国統一模擬試験  

全学年 ３月１６日 卒業式  

前期終業式 整･研1年:１０/１１,整･研２年: ９/２６,研3年:１０/ ５,研4年: ９/３０, ｶｽﾀ: ９/２８,ﾓｰﾀ: ９/２１ 

後期始業式 整･研1年:１０/２６,整･研２年:１０/１１,研3年:１０/２４,研4年:１０/１２, ｶｽﾀ:１０/ ４,ﾓｰﾀ:１０/ ６  

後期終業式 整･研1年: ３/２４,  研3年 : ３/１４ 
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（２）教育内容、設備の充実 

1) 共通 

・  教材車両としてメルセデス・ベンツ (ＡＭＧ Ｃ４３)１台を購入した。 

・  教材車両としてトヨタ・クラウン・クロスオーバ１台を購入した。  

・  日産自動車株式会社及び千葉県内日産販売会社  様より新型日産アリア（ＺＡＡ－

ＦＥ０）を教材として２台貸与いただいた。     （７月７日，３月２９日） 

・  西尾レントオール株式会社 様よりスポットクーラー２０台（カスタマイズ科４台、

モータースポーツ科４台、自動車研究科４台、自動車整備科８台）高圧洗車機４台

を貸与いただき、環境改善に活用させていただいた。また軽ダートＣＵＰ開催時に

は、高所作業車を貸与いただいた。 

・  南関東日野自動車株式会社 様より、日野レンジャー１台を寄贈いただいた。 

  （５月２６日） 

・  教材としてダイハツ千葉販売株式会社様より、スタータ・モータ、オルタネータ各

３０機を寄贈いただいた。                 （１１月１０日） 

・ 教材車両として、株式会社ホンダカーズ千葉様より、ホンダ・フィット１台を寄贈

いただいた。                        （１２月１日） 

・ トヨタ自動車株式会社 様より、e-palette１台を寄贈いただいた。  （２月２７日） 

・ 令和４年度卒業生・修了生一同から卒業修了記念品として、スクリーン１０台、マーク

シート採点機一式を寄贈いただいた。               （３月１６日） 

・ トヨタ自動車株式会社 様より、シミュレータ１台を寄贈いただいた。（３月２０日） 

・  自動車整備科１・２年生や袖ケ浦校の学生を対象にした学内進級説明会並びに体験

実習会等を実施し、技術的見聞や向上心を高めると共に、上級学科への進級率向上

対策を実施した。 

①  １年生対象進級説明会 ４月１１日（全体） 

②  袖ヶ浦校 学生 上級３科説明会（１０月５日） 

③  １,２年生対象 各科個別進級説明会（ＨＲ、一般教養含む）を各教室にて実施  

④  １年生対象体験進級（１１月８日～１０日 教室毎 袖ケ浦校合同） 

⑤  １年生 保護者対象 進路説明会（１１月２０日） 

 

・  教職員の技術力，指導力向上を図るため、下記の各メーカー並びに団体主催の講習

会に参加させた。 

①  スバル技術研修会（８月４日） 

②  日産技術講習会（８月４日） 

③  整備主任者 講習（聴講）（各自開催日参加） 

④  文部科学省  職業実践力育成プログラム及びキャリア形成促進プログラム実施

機関向けリカレント教育説明会（オンライン）（８月１９日）  

 

2) 自動車整備科 

・  ＨＶ、ＥＶ、ＦＣＶなどの次世代車を使用した実習を展開し、構造の理解、点検整

備技術の習得を図ると共に、試乗を実施して走行性能や機能についての確認を行っ

た。 

・  エーミング（機能調整）に関する授業を展開し先進安全装置搭載車の構造を理解す

ると共に点検整備技術の習得を図った。 

・  衝突被害軽減ブレーキ及び踏み間違い時加速抑制装置等の作動を体験し、装置の作

動条件や機能の有効性に関する確認を行った。 
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・  夏季休暇期間において教室・実習場・実習車両等の点検、補修を実施し、教育環境

の充実を図った。 

・  教材車両として、スズキ・ジムニー１台を購入し教育環境の充実を図った。  

・  下記の各企業様主催のセミナーを実施していただいた。  

① ５月２５・２７日 スズキ・フレッシュマン・セミナー  （整・研１年） 

② ９月２９日  マツダ・セミナー    （整・研１年） 

③１２月 ２日  スズキ技術講習会   （整・研１年 希望者） 

④１２月 ８日  いすゞ自動車トラックメカニズム学習会  （整・研１年） 

⑤１２月１３日  三菱ふそうトラック・バス  大型車両メカニズム学習会 

（整・研１年） 

⑥ １月１９,２０日  日産自動車ＥＶ＆ｅ-Ｐｏｗｅｒセミナー （整・研１年） 

 

3) 自動車研究科 

・  令和３年度１級自動車整備士課程修了の卒業生を対象に口述試験対策を実施し

た。                         （５月２日～６日） 

・  １級自動車整備士コース４年次において、国土交通省指定によるインターンシッ

プ（体験実習）を実施した。           （５月１７日～７月２７日） 

・  実習車両としてマツダ製デミオを５台追加購入し、実習環境の充実を図った。 

・ 担当教員用としてＣＡＤ教育用ワークステーション２台を代替機として購入した。（２月） 

・  各自動車メーカー主催の技術講座に参加し、学生フォーミュラ大会参戦車両設計

に関する開発技術力向上に努めた。 

①  ６月２３日     日産自動車    ＥＶ講習 

②  ９月２９,３０日   日産自動車    ＥＶ基礎講座（メーカー来校にて講義） 

③ １０月５日      ヤマハ発動機   強度設計基礎講座（オンライン） 

④ １０月８,１０日    本田技研工業   応用講座（オンライン） 

⑤ １０月２９,３０日   本田技研工業   サスペンション設計講座（オンライン） 

⑥ １０月２２,２３,２９,３０日 日産自動車    日産サポート講座（オンライン） 

⑦ １０月３１日     ヤマハ発動機   車体講習（オンライン） 

⑧ １２月１７日     自動車技術会   車検講習会 

⑨  ２月 ３日     日産自動車    ＥＶ講習会（メーカー来校にて講義） 

⑩  ２月 ６日     自動車技術会   電気取扱者安全教育講習会（オンライン） 

⑪  ３月 ９日     ヤマハ発動機   エンジン技術講習会（オンライン） 

 

・下記の企業様主催の技術講習会を実施して頂いた。  

①１２月 ８日  いすゞ自動車トラックメカニズム学習会 （３学年） 

②１２月 ８日  ＮＧＫスパークプラグ講習会      （３学年） 

③１２月 ９日  日産自動車ＥＶセミナー        （３学年） 

④ １月１７日  ボルボ技術講習会           （３学年） 

⑤ １月２４日  メルセデスベンツ技術講習会      （３学年） 

⑥ １月２６日  ＢＭＷ技術講習会           （３学年） 
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・  第２０回学生フォーミュラ日本大会に「ＦＦＮ－１１」で参戦し、全ての審査を受

け日本自動車工業会会長賞、加速性能賞３位を受賞し、総合３位を獲得した。 

 

第２０回 学生フォーミュラ日本大会２０２２ 大会成績 

エントリー６９チーム 

 

【静的審査結果】            【動的審査結果】 

コスト審査       ： ９位    アクセラレーション  ： ３位 

デザイン審査      ： ８位    スキッドパッド    ：１２位 

プレゼンテーション審査  ：２２位    オートクロス     ： ５位 

                    エンデュランス    ： ５位  

                    燃料効率       ：１６位 

【最終順位】 

総合          ： ３位 

ＩＣＶ部門       ： ３位 

自動車大学校      ： １位 

加速性能賞３位受賞 

日本自動車工業会会長賞受賞 

 

 

4) カスタマイズ科 

・ 産学共同プロジェクトとして次の各企業様から車両並びに部品のご提供・ご協賛を頂

き、４台のカスタムカーを製作した。 

① 株式会社千葉マツダ様よりＮＤロードスター１台を寄贈いただいた。 

② トヨタカローラ千葉株式会社様よりベース車としてＴＯＹＯＴＡ８６を貸与していただいた。 

③ 株式会社ＣＮホールディングス様より製作への実習教材援助費を寄贈いただいた。 

④ 千葉トヨタグループ様より現行ハイラックスの部品を寄贈いただいた。 

⑤ 株式会社 創家様より実習教材援助費を寄付いただいた。 

・今年度の新しい試みとして、製作案発表会に協賛企業様の他に、パーツを協賛していただ

いているメーカー様７社にも参加していただくとともに、同時に部品展示会を開催して、

毎年パーツを協賛いただいているメーカー様にとって未来のエンドユーザーになりうる

学生たちに自社の製品アピールを行っていただき、併せてカスタマイズ科への進級促進

の一助となる機会とした。 

・２年前にトヨタカローラ千葉株式会社 様よりカスタムカー・ベース車両として提供を受

け、製作した｢ＬＳ８６(カムリベース)｣を教材車として寄贈いただいた。 

・東京オートサロン２０２３に出展し、今年度製作した４台の中からアルファードスーパー

デューリートラックがミニバン部門で優秀賞を受賞した。（５年連続受賞） 

・コロナウイルス感染防止の観点から宿泊を伴うテストランキャラバンの実施を見送って

いたが、３年ぶりに１泊２日でのテストランキャラバンを実施した。 
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5) モータースポーツ科 

○ガレージメンテナンス実務  

レーシングカーを使用し車両整備技術の向上を図るとともに、モノづくりに重点

を置いた授業を展開し、学生のモノづくりに関する知識・技術の習得を図った。 

・Ｆ４、フォーミュラ・ルノーの車両メンテナンス及び車両開発  

（サスペンションアーム、ウイング、カウル等、ＮＡＴＳオリジナルパーツの製作）  

・ツーリングカー２台の車両メンテナンス及び開発  

（ロールケージ製作、板金塗装、ワンオフマフラー等の部品製作）  

   ・スーパー耐久レース車両のメンテナンス及び車両開発  

・旋盤、フライス盤等の機械加工、ＴＩＧ溶接機等を使用しての部品製作・加工  

 

○サーキットサービス実務  

a)下記レース活動を通じ、迅速で正確な作業、セッティング能力の習得を図った。  

①ＪＡＦ－Ｆ４シリーズ参戦（４大会６レース） 

 第２戦 第３戦 第６戦 第１０戦 第１１戦 第１２戦 

 5/14 5/15 7/24 10/22 10/23 11/27 

＃７２ ４位 リタイヤ ４位 ５位 ３位 ２位 

＃ ０ １４位 １６位 － １５位 １３位 － 

※Ｆ４＃０はオーナーの渡邊氏からフォーミュラ・ルノー車両をお預かりし、Ｆ４参

戦のための車両開発並びにレース参戦を行った。 

 

②スーパー耐久シリーズ参戦 

 第１戦 第２戦 第３戦 第５戦 第６戦 第７戦 

 3/19･20 6/4･5 7/9･10 9/3･4 10/15･16 11/26･27 

2022年 （優勝） １２位 優勝 ２位 ２位 リタイヤ 

 3/18･19      

2023年 ４位      

※スーパー耐久レースについては、チーム「ｉ ｃｒａｆｔ」とジョイントし、車両製

作、メンテンス及びレースサポートを授業の一環として担当した。 

 

③各耐久レース参戦 

・もてぎアイドラーズ夏の１２時間耐久レース（7/31） ： クラス２７位 

・袖ヶ浦４時間耐久レース（10/16）          ： クラス ２位 

・もてぎアイドラーズ冬の３時間耐久レース (12/18)    ： クラス ９位 

 

    b)レーシング・メカニック研修として下記チームに学生を派遣した。  

スーパー耐久シリーズ（第２戦 富士２４時間レース） 

      ・ＬＯＶＥ ＤＲＩＶＥレーシングチーム  ２名 

   ※スーパーＧＴ、スーパーフォーミュラの研修については、新型コロナウイルスの影

響からチーム関係者の人数制限等もあり自粛した。 
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○モータースポーツ・プランニング実務 

企画能力を養成する為、資格の取得と実践授業の一環としてイベントの運営を行った。 

・ＪＡＦ公認審判員資格取得 

     ・クラス対抗軽ダートカップ 企画・運営 

     ・１年生対象ドライビングトレーニング  運営 

 

課外・その他 

・進級促進の一環として自動車整備科１・２学年の各教室前にパネルを設置し、モー

タースポーツ科の授業内容等紹介に関する記事を毎月掲示した。  

・ＦＭドライバーズミーティングとのコラボレーションにより、メディア対抗ロード

スター耐久レース（筑波サーキット）に学生３名と教員２名が参加した。（ 12/3） 

・白浜少年自然の家で開催されたいばらきこども大学の講座『レーシングカーの世界

を学ぼう』を職員２名が担当した。（ 2/12）  

 

 

（３）業界の技術教育、生涯教育および国際協力等への支援協力  

・ 独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）からの要請に基づき次の支援・協力を行った。 

① 「海外協力隊２０２２年春募集二次選考」の技術審査員として、本校講師１名を派遣

した。（９月１３日） 

② 海外協力隊候補生１名に対して、オンラインによる「課題別ナレッジシェアリング」

（自動車整備）の実施について、本校講師１名が支援・協力した。（２月９日） 

③ 青年海外協力隊２０２２年秋募集における受験者（自動車整備）７名に対するオンラ

イン選考試験について、本校講師１名が担当した。（３月１８日） 

④ 派遣中のボランティア並びに現地事務所からの依頼に基づき、本校講師がオンライン

で技術支援を行った。（不定期実施 タイ３回 マレーシア１回） 

・ 各大学のフォーミュラＳＡＥチームの車両性能試験に協力し、ＮＡＴＳオートモーティ

ブ・パーク及び各施設を貸し出すと共に情報交換を行った。 

東京農工大  フォーミュラＳＡＥチーム（7/10､8/17､8/27） 

千葉大学   フォーミュラＳＡＥチーム（7/11､8/16､8/21） 

工学院大学  フォーミュラＳＡＥチーム（12/11） 

・業界等の各種イベントや、車両テスト等にＮＡＴＳオートモーティブ・パーク及び各施設

を貸出した。 

① 千葉県警察本部 交通部高速道路交通警察隊 隊員訓練 (4/29～30,10/1～2,3/18～19) 

② ブリヂストンタイヤ千葉 商品比較試乗会 

(4/11～14，5/23･24，6/6～8，7/14･15,8/26,3/9) 

③ 三菱自動車工業株式会社 新型車 営業マン研修会  (5/9～13) 

④ 自動車販売協会 輸入車部会 合同試走研修会  (6/16,10/20) 

⑤ 千葉県自動車整備振興会 整備主任者技術編講習 

(7/20～22,7/27～19､8/1･2･4,8/8～10,8/23～25,8/30､8/31) 
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⑥ ラ･フェスタ・ミッレミリア (8/18,8/19) 

⑦ 日本スポーツカークラブ走行会 (10/9) 

⑧ ダットサンＳＰ・ＳＲオーナーズクラブ・ミーティング  (10/16) 

⑨ 昭和トラスト・ファン感謝祭  (10/23) 

⑩ ヤマハ発動機 ライディング・トレーニング (10/29･30) 

⑪ 丸宇木材市売株式会社大栄浜市場 イベント駐車場 (10/29) 

⑫ 株式会社ＺＭＰ 自動運転車両実験走行 (１２回) 

⑬ 千葉スバル株式会社 社員研修 (11/14,11/21) 

⑭ 千葉スバル株式会社 イベント開催 (12/22) 

⑮ 大栄カントリー倶楽部 イベント来場者駐車場 (12/10･11) 

⑯ 株式会社ワンダープレイス 車両撮影 (12/19) 

・ 後援会企業並びに卒業生就職先企業等の要望に対応し下記のイベントにカスタムカーを貸

出した。 

① 株式会社ワンダープレイス カスタムカー延べ５台車両展示（３回） 

② 株式会社 Ａｍａｒｋ   カスタムカー１台車両展示（１回） 

③ オートサロン事務局    モーターファンフェスタ（Lo-Limo 展示）（４月２４日）  

④ エヌズ・ステージ ジムニー祭り（J-CLassAMG 展示）（６月４～５日） 

⑤ 日産自動車株式会社    技能五輪競技用車両貸出（１０月７日～１７日）  

・ ＷＥＭＧＰ（World Econo Move Grand Prix）の一戦として開催される、高校生及び一般参

加者が集うＥＶ競技会を主催し、施設の貸出と共に教職員が事務局，オフィシャルとして開

催した。 （１１月５日） 

・ 茨城県白浜少年自然の家から依頼された、いばらきこども大学講座『レーシングカー

の世界を学ぼう』をモータースポーツ科の教員２名が担当した。（２月１２日）  

 

 

（４）学校環境の整備、充実 

・  校舎内各教室並びに廊下の床洗い・ＷＡＸがけ処理を実施して環境整備を図った。  

・  ＮＡＴＳ８０棟東側電動シャッターの自動停止装置及び駆動モーターが老朽化したた

め部品交換を行った。 

・  ＮＡＴＳ８０棟３学年教室およびセミナールーム（第２・３・４・５）並びにカスタマ

イズ科教員室の空調設備が老朽化したため、新機種への交換工事を実施した。  

・  業務用クライアント・パソコン２９台（ノートＰＣ２２台、デスクトップＰＣ７台）が

リース期間満了を迎えたため新機種への交換を実施した。 

・  ＡＥＤ自動体外式除細動器１台の耐用期間が満了したため、新機種に交換した。 
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（５）地域への活動 

・ 大栄ライオンズクラブ主催の献血会場として本校施設を提供するとともに、学生並びに教

職員が献血に参加した。 

（６月７～９日 参加者 １９０名  献血量合計 ６３，８００ｃｃ） 

（２月１～３日 参加者 １８８名  献血量合計 ６２，６００ｃｃ） 

（平成元年開校時より、採血者延べ１９，７４８名、総献血量７，１３２，０００ｃｃ） 

・  横芝敬愛高等学校自動車部の部活動講師として教員を派遣した。  

（上期９回・下期６回 合計１５回派遣） 

・  千葉県高体連自転車部合同練習にＮＡＴＳオートモーティブ・パークを貸出した。 

（５月２８日、５月２９日、８月３日、２月１１日、２月２５日） 

・学生並びに教職員が「赤い羽根募金」に協力し、千葉県共同募金会成田市支部へ２０，０３１円を寄付した。 

（１０月） 

・下記の中学校からの依頼により職場体験学習を実施した。  

千葉市立千城台南中学校２年生     ３名 

（永光自動車工業様にて体験実習、６月２４日本校を見学） 

東金市立 北中学校２年生     ２名（２日間） 

山武市立 成東東中学校２年生   ２名（２日間） 

東金市立 東中学校２年生     ５名（２日間） 

九十九里町立九十九里中学校２年生 ２名（２日間） 

東金市立 西中学校２年生       ２名（２日間） 

東金市立 東金中学校２年生      ７名（２日間） 

・  成田市産業まつりに「ＦＦＮ－１１」を展示した。              （１１月１９日） 

・  多古町「いきいきフェスタ」のマイカー点検講座に教員２名が出展協力した。  

（１１月２３日） 

・  工業系高校人材育成コンソーシアム千葉を通じて要請が有った、千葉工業高校 理数工

学科２年生に対する科目名｢産業工学研究｣の授業において、工業英語の分野について郷

古教授が２単元授業を実施した。               （１２月１７日） 

・佐原税務署並びに香取市租税教育推進協議会からの依頼により、確定申告推進パレ

ードにカスタムカー２台（Ｒ３５ロードスター、コスモ・ビジョン）と教職員２名

が参加協力した。                                        （２月４日） 

・教職員が交代で宿直を行い、学生寮並びに校内を巡回して、学生の安全と健康並び

に地域の安全を守るため一年３６５日休まずに活動を続けた。 

・各学生寮で毎週決められた曜日の朝に、担当教職員と入居学生が学生寮周辺の清掃

活動を実施して、地域の環境保全に貢献した。 

・学生の登下校時に国道５１号線ＮＡＴＳ入口の下田交差点を初め、ポイントとなる

道路各所に教員を配置し、交通整理及び安全運転指導を実施した。 

また、国道５１号線グリーンベルト及び歩道の清掃を教職員が毎日実施した。 

・地元少年野球チーム「大栄ルーキーズ」の練習場として、毎週末グランドを提供した。 

（平成９年度より継続中） 



 - 14 - 

（６）求人・就職状況（令和５年３月３１日現在） 

 自動車整備科 自動車研究科 ｶｽﾀﾏｲｽﾞ科 ﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂ科 合  計 

求人社数 

2022(令和４年) 

2021(令和 3 年) 

2020(令和 2 年) 

 

３９５社 

４０１社 

４４４社 

 

３３０社 

３２４社 

３７４社 

 

３３０社 

４０８社 

３８７社 

   

３２４社 

４０８社 

３８１社 

        

４１６社 

４２９社 

４６８社 

在籍者数 

2022(令和４年) 

2021(令和 3 年) 

2020(令和 2 年) 

 

１８２名 

２０１名 

１５８名 

 

 ４５名 

 ５２名 

 ４６名 

 

 ４１名 

 ２９名 

 ４２名 

 

 ２４名 

 １７名 

３３名 

 

２９２名 

２９９名 

２７９名 

就職希望者

2022(令和４年) 

2021(令和 3 年) 

2020(令和 2 年) 

    

 ５４名 

 ６９名 

 ６６名 

 

 ４５名 

 ５０名 

 ４６名 

   

 ４０名 

 ２７名 

 ４２名 

 

 ２１名 

 １７名 

 ３３名 

 

１６０名 

１６３名 

１８７名 

就職内定者

2022(令和４年) 

2021(令和 3 年) 

2020(令和 2 年) 

 

 ５４名 

 ６９名 

６０名 

 

 ４５名 

 ５０名 

 ４５名 

 

 ４０名 

 ２７名 

 ４０名 

 

 ２１名 

 １７名 

 ３２名 

 

１６０名 

１６３名 

１７７名 

研究科の進級者 

2022(令和４年) 

2021(令和 3 年) 

2020(令和 2 年) 

 

 ６７名 

 ６１名 

 ４１名 

  
   １名 

 

 

 ６８名 

 ６１名 

 ４１名 

カスタ科の進級 

2022(令和４年) 

2021(令和 3 年) 

2020(令和 2 年) 

 

 ３２名 

 ４３名 

 ２９名 

  
   １名 

 

 

 ３３名 

 ４３名 

 ２９名 

MS 科への進級者

2022(令和４年) 

2021(令和 3 年) 

2020(令和 2 年) 

 

 ２７名 

 ２５名 

 １８名 

   

 

 ２７名 

 ２５名 

 １８名 

進路決定者数 

2022(令和４年) 

2021(令和 3 年) 

2020(令和 2 年) 

 

 １８２名 

２０１名 

１５８名 

 

 ４５名 

 ５２名 

 ４６名 

 

 ４１名 

 ２９名 

 ４２名 

 

 ２４名 

 １７名 

 ３３名 

 

２９２名 

２９９名 

２７９名 

進路決定率

2022(令和４年) 

2021(令和 3 年) 

2020(令和 2 年) 

 

１００％ 

１００％ 

１００％ 

 

１００％ 

１００％ 

１００％ 

 

１００％ 

１００％ 

１００％ 

 

１００％ 

１００％ 

１００％ 

 

１００％ 

１００％ 

１００％ 

※進路決定率＝進路決定者数 /在籍者数 
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（７）就職・進路指導の実施 

１）令和５年３月卒業・修了学生２９２名【千葉１９１･茨城４０･神奈川４･東京５･

埼玉２･北海道２･青森１･岩手２･山形１･宮城２･福島２･群馬５･長野１･山梨１･

静岡１･静岡１･愛知１･京都１･大阪１･兵庫２･和歌山１･富山１･福井１･広島１･

徳島１･高知１･長崎１（日本人合２７２名）、留学生（中国５･ﾍﾞﾄﾅﾑ４･ﾈﾊﾟｰﾙ３･

ｽﾘﾗﾝｶ３･ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨｼｭ１･ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ１・ﾓﾝｺﾞﾙ１･ﾐｬﾝﾏｰ１･台湾１＝合計２０名）】

を対象に個人面談を実施し、学内進級率の向上及び就職希望者に対し企業斡旋を

実施した。（整備科進級者１２６名/６９．２%・日本人１２３名/７５％） 

２）高校生を対象に、企業奨学金制度の斡旋をさせていただいた。 

       入学相談室との連携を図り、高校生を対象に企業奨学金（入学支援金）の充実を図り

活用させていただいた。千葉日産自動車株式会社１名、茨城トヨタ自動車株式会社

３名、トヨタカローラ千葉株式会社９名。 

３）在校生を対象に、学業継続支援、進級支援、また卒業後の返済支援等を目的とした

企業奨学金の充実を図り活用させていただいた。千葉スズキ販売株式会社１名 

４）後援会企業等の関係行事報告 

①ボルボ国内技術競技大会 教員視察              （５月１６日） 

※自動車研究科 令和２年卒 加納 航 セミファイナル出場 

②軽ダートＣＵＰ大会協力     （５月２０日、９月１６日、１０月２８日） 

車両展示・試乗会実施等 西尾レントオール株式会社 千葉県内スズキ販売会社３社 

ダイハツ千葉販売株式会社 トヨタ Ｌ＆Ｆ千葉株式会社 

ホンダカーズ千葉株式会社 千葉スバル株式会社 

③エンジョイ･ホンダ モビリティリゾートもてぎＳ耐第５戦観戦（９月３・４日） 

入場チケット提供 千葉県ホンダ会 

③スバルアカデミー八王子体感授業 学生３名・教員１名受講   （９月２２日） 

④体育祭                         （１１月２日） 

賞品協賛  各ＮＡＴＳ後援会企業 

会場内車両展示 大木自動車株式会社  千葉スバル株式会社 

⑤スズキセミナー 希望学生対象 最新整備技術セミナー    （１２月５日） 

主催        株式会社スズキ自販千葉 株式会社スズキ自販京葉 

千葉スズキ販売株式会社 

５）後援会企業及び求人先企業を中心に情報交換を行い、採用状況の確認を行うと共に

採用依頼を行った。 

６）自動車整備科１年・自動車研究科３年に対し進路ガイダンスを実施した。  

７）公益社団法人東京都専修学校各種学校協会主催『留学生の受入及び在留手続と申請

等取次研修会』(１０月２５日 Ｗｅｂ開催）に参加した。（境田） 

８）一般財団法人職業教育・キャリア教育財団主催『留学生の受入に対する諸申請手続

き研修会』（１１月２２日アルカディア市ヶ谷）に参加した。（長岡・東）  
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（８）学生募集活動、広報活動の実施 

 １）千葉・茨城を中心とし東京・神奈川・埼玉、また沖縄（５月２５日未来工科）において

は卒業生に協力をしていただき、高等学校主催進学説明会に参加し、学園や業界の理解

を深め、オープンキャンパス参加者の増加を図った。  

２）高等学校主催の模擬授業に参加し、より質の高い体験授業と学生募集を展開した。  

（エンジンの分解・組立実習、レース車両Ｆ４、ＧＴＲのタイヤ交換作業実習） 

３）学園パンフレットをより充実させると共に、留学生専用パンフレットを作成し、高等学

校、日本語学校を対象に幅広く学生募集を展開した。  

４）ＳＮＳ環境の充実による対外情報発信の強化を図るため、ワンダープレイス 石田直人氏と

共に YouTube の拡充や Instagram，Twitter，Tik Tok などの教職員による発信機会を増大

し、資料請求やオープンキャンパス参加者の増加に繋げるため取り組みを行った。 

５）高校生対象の進学サイト等への広告掲載を実施した。  

６）オープンキャンパスへの参加促進ポスターを作成し、各高等学校内に掲示した。また、

ホームページやＳＮＳを活用してオープンキャンパスへの参加を促進した。  

  ７） オンライン Web 説明会を定期的に開催し、資料請求やオープンキャンパス参加者の増

加を図った。  

  ８）千葉県専門学校協会事業運営委員会の活動に参画し、千葉県専門学校公式ガイドブック

の作成等を通して高等学校進路指導部会との情報交換をし、学生募集の増員を図った。  

９）下総高等学校と連携を図り、１年生対象の学校見学会を実施した。（８月３日） 

１０）オープンキャンパス、授業見学会及び個別相談会を開催し、出願者の増加を図った。 

１１）学校広報紙「NATS NEWS」を発行し、学園に関する情報を広く展開し、オープンキャ

ンパス、見学会などへの参加並びに出願促進を図った。  

１２）在校生の近況報告として「先輩から後輩へ」「就職先決定報告」「オープンキャンパスへ

の参加報告」を作成し、各学生の出身校に対し報告を行い、オープンキャンパスへの後

輩高校生の参加増加を図った。  

１３）キャリア支援室との連携を図り、経済的な問題による入学の断念、進路変更、辞退等を

無くすよう企業奨学金（入学支援金・返済支援金）の充実を図り活用した。  

１４）各種新聞、業界関連誌、テレビ局、ネット媒体などマスメディアへのプレスリリースを

実施し、学園の魅力を広く発信した。  

１５）学内及び学園周辺の広報活動（展示パネル、看板、横断幕、懸垂幕等）を推進した。 

１６) キャリア支援室と連携し、千葉県内のカー用品販売店舗（オートバックス成田･東

金、イエローハット千葉･佐倉）にパンフレット等を置いていただき、学園の募集活

動への協力を依頼した。 

１７）高等学校および各種メディア等の要請に対応して、学園施設並びにカスタムカー、レー  

シングシミュレーター等の貸出や取材協力を行い、広報活動の一助とした。  

1. 横芝敬愛高等学校 中学生対象学校見学会（５月３１日） 

2. 九十九里高等学校 文化祭（１０月２９日） 

3. 神奈川県立平塚工科高等学校 文化祭（１０月２９・３０日） 

4. 小田原城北高等学校 文化祭（１１月５・６日） 

１８）高校生・在校生を対象にモータースポーツ科のレース活動を観戦し、入学者及び進級者

の促進を図った。 

1. スーパー耐久第５戦   見学会（ツインリンク茂木：９月３日～４日） 

2. フォーミュラ４第１１戦 見学会（富士スピードウェイ：１０月２４日） 

１９）ＪＡＦ千葉支部からの依頼によりラジオ成田「トラフィック・セーフティ」に講師５名

がゲスト出演し、各科の活動等を紹介して広報活動の一助とした。（１１月～３月各１回） 



 - 17 - 

【施設提供・貸出】 

1.千葉県高等学校体育連盟自転車競技部練習走行会 

（５月２・３日、５月２２日、８月３日、２月１１日、２月２５日） 

2.東京都市大学付属中学校・高等学校エコラン試走会         （９月２３日） 

3.茨城県高等学校教育研究会 工業部会議               （８月３０日） 

4.東阪企画・ＴＶ番組収録「おぎやはぎの愛車遍歴」収録 

（４月５日、４月２４日、５月２１日、７月２６日、９月２０日、３月２８日) 

   5.茨城県高等学校教育研究会主催 茨城県高校生電気自動車競技会  （１２月１７日） 

 

【掲載新聞】 

■ 日刊自動車新聞 ■ 

①  ５月３０日 スズキディーラー８社ＮＡＴＳ１年生対象にフレッシュマンセミナーを

開催 

②  ６月３０日 自販連千葉、最新 EV などそろえ輸入車合同試走会 

③  ７月 １日 千葉マツダ、日本自大へロードスター贈る  

④   ７月１１日 日本自大 カスタマイズ科２５期生、独創的な製作案を発表 

⑤   ７月２１日 日産と千葉県の日産販社３社、日本自大にアリア寄贈 

⑥   ９月１３日 学生フォーミュラ日本大会２０２２ NATS 過去最高総合３位入賞 

⑦   ９月２１日 NATS が 2 年生対象に運転教室 仕事に役立つドライビングスキル学ぶ 

⑧   ９月２２日「少子化の整備士養成学校経営」矢部理事長 

⑨ １０月２５日 日産、ＥＶモーターの基礎講座 ＮＡＴＳで開催 

⑩ １０月２５日 秋季 自動車整備士教育特集 

⑪ １１月 ４日 自販連千葉、輸入車合同試走会を開催 最新 EV 乗り比べ 

⑫ １２月 ９日 女性職員を対象にサーキットで体験研修会 

⑬ １２月１５日 オートサロンに向け制作大詰め 学生のアイデア光る作品に注目 

⑭  １月１２日 出展各社／団体の見どころ 新作４台含め力作モデル展示 

⑮   ２月 ２日 ＣＯ１Ｆのオーナーが大集合 

⑯    ３月２２日 カスタムカーでテストラン 

⑰   ３月２３日 いざ社会へ 整備士養成学校卒業式 
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■ 専門学校新聞 ■ 

１０月２５日 第２０回学生フォーミュラ大会 NATS 過去最高総合３位入賞 

 ２月１５日 東京オートサロン２０２３ 東京国際カスタムカーコンテスト  

ミニバンワゴン部門 日本自動車大学校が優秀賞に ５年連続、通算２０台目の入賞 

   

■読売新聞（Web 版）■ 

 【マッハ号のライバル車「流星号」、専門学校生が忠実に再現…ファン待望のレース実現】 

https://www.yomiuri.co.jp/culture/20220425-OYT1T50151/ 

 

【掲載雑誌】 

■ 三栄書房 ■ 

ＯＰＴＩＯＮ ２０２３年３月号 東京オートサロン超速報 

【TV 放映】 

■ BS 日テレ ■ 

おぎやはぎの愛車遍歴 

①  ４月 ２日：#375 愛車遍歴×マッハGoGoGoコラボ企画 流星号をつくりまSHOW 

②  ５月 ７日：#378 研ナオコ 前編 

③  ５月１４日：#379 研ナオコ 後編 

④  ５月２１日：#380 愛車遍歴的さよなら絶版モーターショー  レジェンド編 

⑤  ６月２５日：#305 羽田圭介（アンコール放送） 

⑥  ７月 ２日：#384 奥菜恵 

⑦  ７月 ９日：#385 愛車遍歴的おかえりなさい！復活モーターショー   

ディフェンダー編 

⑧  ７月１６日：#386 ROLAND 

⑨  ９月１０日：#391 次の車はこれで決まり！？ 愛車遍歴的プレゼンショー 

⑩  ９月２４日：#392 愛車遍歴的バック・トゥ・ザ・フューチャー～１９６７～ 

⑪  １１月 ５日：#326 柴田英嗣（アンコール放送） 

⑫  １１月１９日：#398 愛車遍歴的ROLANDモーターショー 俺のための車 

⑬  １１月２６日：#366 池畑慎之介（アンコール放送） 

⑭   ２月 ４日：#405 山本陽子 前編 

⑮   ２月１１日：#406 山本陽子 後編 

⑯   ３月 ４日：#408 東京オートサロン２０２３① 未来のカスタム流行 丸わかり

スペシャル 

⑰ ３月１８日：#367 佐々木主浩（アンコール放送）  
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学校法人日栄学園 



(学校法人　日栄学園)

現在

　一　資産額
（一）基本財産 3,421,774,849

１）有形固定資産 3,046,584,951

１．土地 校用地　155筆　153,753.68㎡ 1,495,273,407

２．建物 31棟　床面積　18,690.73㎡ 1,210,484,462

３．建物付属設備 電気・空調・衛生・給排水設備等 137,530,333

４．構築物 正門・ﾃｽﾄｺｰｽ・看板・植樹・学生駐車場 70,419,882

５．教育用研究用機器備品 整備機器・テスター・計測器等　 1,198点 59,329,854

６．管理用機器備品 事務用及び管理用等什器備品　156点 16,090,202

7．車両 校用車　　　　　    　　32輌

四輪教材車　 　   　236輌

二輪教材車　　   　 　53輌

施設管理用重機等  11輌

計　332輌 57,456,811

８.建設仮勘定 0

２）特定資産 248,853,044

1．退職給与引当特定資産 千葉銀行・常陽銀行外 248,853,044

３）その他の固定資産 126,336,854

１．電話加入権 ＮＴＴ電話　15回線 1,054,522

２．施設利用権 水道設置料負担金・排水権 796,306

3．出資金 千葉県自動車整備商工組合　外1件 75,000

4．保証金 セコム・看板設置地主 1,250,000

5．自動車ﾘｻｲｸﾙ預託金 27輌分 542,830

6．保険積立金 役職員生命保険積立金 46,710,810

7．ソフトウエア サーバー構築 453,600

8．有価証券 PWM有価証券 25,453,786

9.　成田袖ヶ浦貸借仮勘定 成田袖ヶ浦貸借仮勘定 50,000,000

（二）運用財産 1,312,910,155
１）流動資産 1,312,910,155

１．現金 現金手許有高 1,525,055

２．預金 1,253,780,096

当座預金 千葉興業銀行　外4口 5,234,822

普通預金 常陽銀行　外16口 386,511,275

定期預金 千葉銀行　外3口 703,000,000

積立定期 千葉銀行　外2口 159,033,999

３．未収入金 学費延納・分納者 53,788,274

４．仮払金 仮払金 0

５．前払費用 次年度経費前払費用 3,816,730

（三）収益事業用財産 0

4,734,685,004資　産　額　合　計

財　　産　　目　　録
令和5年3月31日

科　　　　目 摘　　要（総合） 金　額　（単位円）



　二　負債額
１）固定負債 402,513,685

１．長期借入金 0

２．学校債 0

３．退職給与引当金 402,513,685

２）流動負債 714,560,252

１．短期借入金 返済期限が1年以内の長期借入金 3,280,000

２．前受金 授業料等前受金 411,635,400

３．未払金 教材用品等購入先等 31,449,134

４．預り金 218,195,718

5. 仮受金 仮受金 50,000,000

1,117,073,937

　三　純財産
１）基本金 6,246,793,087

１．第１号基本金 6,246,793,087

2）基本金繰越収支差額 -2,629,182,020

1．翌年度繰越収支差額 -2,629,182,020

3,617,611,067

4,734,685,004

負　債　額　合　計

純　資　産　額　合　計

負債額・正味財産　合　計

科　　　　目 摘　　要（総合） 金　額　（単位円）

教科書・作業服等私物購入・課外行事費用預り金他



（単位：円）

予   算 決　　算 差　異

学生生徒等納付金 755,670,000 755,671,149 △ 1,149

授業料　　　　　　　　　　　　　 329,292,000 329,292,468 △ 468

入学金　　　　　　　　　　　　　 60,300,000 60,300,000 0

実験実習料　　　　　　　　　　　 200,020,000 200,020,344 △ 344

施設設備資金　　　　　　　　　　 166,058,000 166,058,337 △ 337

手数料 8,355,000 8,355,700 △ 700

入学検定料　　　　　　　　　　　 4,540,000 4,540,000 0

試験料　　　　　　　　　　　　　 2,197,000 2,197,000 0

証明手数料　　　　　　　　　　　 1,618,000 1,618,700 △ 700

寄付金 3,473,000 3,473,159 △ 159

教育活動、特別寄付金、現物寄付                  3,473,000 3,473,159 △ 159

補助金 23,220,900 23,220,900 0

国庫補助金（緊急助成金） 0 0 0

県経常費等補助金 9,612,000 9,612,000 0

修学支援 授業料等減免補助金 13,608,900 13,608,900 0

付随事業収入　　　　　　　　　　　　　　 19,651,000 19,651,368 △ 368

補助活動収入　　　　　　　　　　　　 19,651,000 19,651,368 △ 368

雑収入　　　　　　　　　　　　　　　 25,821,000 25,821,317 △ 317

施設設備利用料　　　　　　　　　 12,693,000 12,693,191 △ 191

雑収入                              13,128,000 13,128,126 △ 126

教育活動収入計 836,190,900 836,193,593 △ 2,693

予   算 決　　算 差　異

人件費支出　　　　　　　　　　　　　 564,913,000 564,910,295 2,705

教員人件費　　　　　　　　　　　 348,588,000 348,587,073 927

職員人件費　　　　　　　　　　　 158,884,000 158,883,674 326

退職給与引当金繰入額　　　　　　　　 55,292,000 55,291,171 829

退職金　　　　　　　　　　　　　 2,149,000 2,148,377 623

教育研究経費 86,328,000 86,322,274 5,726

消耗品費                   3,438,000 3,437,242 758

印刷製本費                  2,405,000 2,404,665 335

用品（教材）費              41,627,000 41,626,728 272

旅費交通費                  2,949,000 2,948,867 133

奨学費 16,237,000 16,236,050 950

教育研究委託費                  522,000 521,065 935

研究費                      128,000 127,787 213

修繕費                     4,789,000 4,788,227 773

教育指導費                     12,370,000 12,369,438 562

進路指導費 1,183,000 1,182,668 332

学生福利厚生費              680,000 679,537 463

学生活動補助費              0 0 0

管理経費 302,385,000 302,374,204 10,796

消耗品費　　　　　　　　　　 1,860,000 1,859,581 419

光熱水費　　　　　　　　　　 22,910,000 22,909,074 926

旅費交通費　　　　　　　　　 1,966,000 1,965,744 256

車輛費                      12,715,000 12,714,516 484

福利厚生費                  2,346,000 2,345,275 725

通信費                      5,030,000 5,029,936 64

印刷製本費　　　　　　　　　 3,661,000 3,660,009 991

　　事　業　活　動　収  支  計  算  書

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　　　目

事
業
活
動
支
出
の
部

科　　　　　目

令和　４年　４月　１日から
　　　　令和　５年　３月３１日まで　　　　



修繕費　　　　　　　　　　　 6,516,000 6,515,553 447

損害保険料　　　　　　　　　 11,811,000 11,810,108 892

賃借料　　　　　　　　　　　 11,425,000 11,424,691 309

公租公課　　　　　　　　　　 2,001,000 2,000,010 990

広報費　　　　　　　　　　　 7,115,000 7,114,793 207

学生募集費 36,472,000 36,471,458 542

学生募集直接経費 12,720,000 12,719,166 834

諸会費　　　　　　　　　　　 2,733,000 2,732,950 50

会議費　　　　　　　　　　　 582,000 581,184 816

交際費                      3,641,000 3,640,629 371

業務委託手数料　　　　　　　 65,378,000 65,377,597 403

補助活動事業　　　　　　　　 9,317,000 9,316,977 23

図書費                      636,000 635,726 274

減価償却費                  79,288,000 79,287,904 96

雑費 2,262,000 2,261,323 677

徴収不能額 △ 10,254,000 △ 10,254,981 981

徴収不能引当金繰入額 △ 20,555,000 △ 20,555,139 139

徴収不能額 10,301,000 10,300,158 842

教育活動支出計 943,372,000 943,351,792 20,208

教育活動収支差額 △ 107,181,100 △ 107,158,199 △ 22,901

予   算 決　　算 差　異

受取利息・配当金　　　　　　　　

その他の受取利息・配当金　　　　　　　　 131,000 131,879 △ 879

0

教育活動外収入計 131,000 131,879 △ 879

予   算 決　　算 差　異

借入金等利息 168,000 167,242 758

教育活動外支出計 168,000 167,242 758

教育活動外収支差額 △ 37,000 △ 35,363 △ 1,637

経常収支差額 △ 107,218,100 △ 107,193,562 △ 24,538

事業活動収入の部 1,325,000 1,325,000 0

事業活動支出の部 2,642,000 2,641,836 164

特別収支差額 △ 1,317,000 △ 1,316,836 △ 164

基本金組入前当年度収支差額 △ 108,535,100 △ 108,510,398 △ 24,702
基本金組入額合計 △ 44,741,308 △ 44,741,308 0
当年度収支差額 △ 153,276,408 △ 153,251,706 △ 24,702

前年度繰越収支差額 △ 2,494,061,260 △ 2,494,061,260 0
基本金取崩額 18,130,946 18,130,946 0
翌年度繰越収支差額 △ 2,629,206,722 △ 2,629,182,020 △ 24,702
（参考）
事業活動収入 837,646,900 837,650,472 △ 3,572
事業活動支出 946,182,000 946,160,870 21,130

特
別
収
支

教
育
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出
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育
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外
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事
業
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部

科　　　　　目

事
業
活
動
支
出
の
部

科　　　　　目



科　　目 本年度末 前年度末 増　　減

固定資産 3,421,774,849 3,513,095,324 △ 91,320,475

　有形固定資産 3,046,584,951 3,104,389,227 △ 57,804,276

　　土地 1,495,273,407 1,495,273,407 0

　　建物 1,210,484,462 1,262,171,438 △ 51,686,976

　　建物付属設備 137,530,333 139,988,604 △ 2,458,271

　　構築物 70,419,882 77,230,475 △ 6,810,593

　　教育研究用機器備品 59,329,854 63,586,745 △ 4,256,891

　　管理用機器備品 16,090,202 17,394,658 △ 1,304,456

　　図書 0 0 0

　　車両 57,456,811 48,743,900 8,712,911

　特定資産 248,853,044 313,364,384 △ 64,511,340

　　退職給与引当特定資産 248,853,044 313,364,384 △ 64,511,340

　その他の固定資産 126,336,854 95,341,713 30,995,141

　　電話加入権 1,054,522 1,054,522 0

　　施設利用権 796,306 796,306 0

　　出資金 75,000 75,000 0

　　保証金 1,250,000 1,250,000 0

　　自動車ﾘｻｲｸﾙ預託金 542,830 344,800 198,030

　　保険積立金 46,710,810 64,039,275 △ 17,328,465

　　ソフトウェア 453,600 752,298 △ 298,698

　　有価証券 25,453,786 27,029,512 △ 1,575,726

　　成田袖ヶ浦貸借仮勘定 50,000,000 0 50,000,000

流動資産 1,312,910,155 1,348,842,446 △ 35,932,291

　　現金 1,525,055 1,204,075 320,980

　　預金 1,253,780,096 1,283,753,746 △ 29,973,650

　　未収入金 53,788,274 55,917,791 △ 2,129,517

    仮払金 0 0 0

　　前払費用 3,816,730 7,966,834 △ 4,150,104

資産の部合計 4,734,685,004 4,861,937,770 △ 127,252,766

資産の部

貸　借　対　照　表
令和5年3月31日

（単位　円）



科　　目 本年度末 前年度末 増　　減

固定負債 402,513,685 457,048,411 △ 54,534,726

　　長期借入金 0 3,280,000 △ 3,280,000

　　退職給与引当金 402,513,685 453,768,411 △ 51,254,726

流動負債 714,560,252 678,767,894 35,792,358

　　短期借入金 3,280,000 39,328,000 △ 36,048,000

　　授業料前受金 159,394,900 179,405,800 △ 20,010,900

　　入学金前受金 50,675,000 42,505,000 8,170,000

　　実験実習料前受金 90,100,000 102,505,000 △ 12,405,000

　　施設設備資金前受金 76,400,000 79,765,000 △ 3,365,000

　　分割納入前受金 35,065,500 16,798,334 18,267,166

　　未払金 31,449,134 10,302,132 21,147,002

　　預り金 218,195,718 208,158,628 10,037,090

　　仮受金 50,000,000 0 50,000,000

負債の部合計 1,117,073,937 1,135,816,305 △ 18,742,368

純資産の部

科　　目 年度末 前年度末 増　　減

基本金 6,246,793,087 6,220,182,725 26,610,362

　　第１号基本金 6,246,793,087 6,220,182,725 26,610,362

繰越収支差額 △ 2,629,182,020 △ 2,494,061,260 △ 135,120,760

　　翌年度繰越収支差額 △ 2,629,182,020 △ 2,494,061,260 △ 135,120,760

純資産の部合計 3,617,611,067 3,726,121,465 △ 108,510,398

負債及び純資産の部合計 4,734,685,004 4,861,937,770 △ 127,252,766

（注 記）
１．重要な会計方針　
　引当金の計上基準　
　　①徴収不能引当金 　

・・・

　　②退職給与引当金

・・・

２．重要な会計方針の変更等

・・・ 該当事項なし

３．減価償却額の累計額の合計額 3,198,461,299円

４．徴収不能引当金の合計額 10,300,158円

負債の部

学納金（直近の納入期限のものを除く）にかかる期末未収入

金残高の半額が徴収不能金引当金残高となるよう繰入を行っ

ている。

退職金の支給に備えるため、期末要支給額421,134,547円を

基にして（財）全国中小企業共済財団特定退職金累計額

18,620,862円との繰入調整額を加減した学園独自の要支給額

402,513,685円の 100％を計上している。



５．担保に供されている資産の種類及び額
　　　　担保に供されている資産の種類及び額は、次のとおりである。

　　　　　土　地　・・・　該当事項なし。
　　　　　建　物　・・・　該当事項なし。

６．翌会計年度以降の会計年度において基本金への組入を行うこととなる金額
3,280,000円

７．当該会計年度の末日において第4号基本金に相当する資産を有していない場合のその旨と対策

・・・

８．その他財政及び経営の状況を正確に判断するために必要な事項。
(1) 有価証券の時価情報

  ① 統括表 （単位円）

貸借対照表計上額 時価 差額

時価が貸借対照表計上額を超えるもの 25,453,786 29,939,963 △ 4,486,177

（うち満期保有目的の債権） ￣ ￣ ￣

時価が貸借対照表計上額を超えないもの ― ― ―

（うち満期保有目的の債権） ￣ ￣ ￣

合　　計 25,453,786 29,939,963 △ 4,486,177

（うち満期保有目的の債権） ￣ ￣ ￣

時価のない有価証券 ￣

有価証券合計 25,453,786

  ② 明細書 （単位円）

貸借対照表計上額 時価 差額

債権 ￣ ￣ ￣

株式 ￣ ￣ ￣

投資信託 25,453,786 29,939,963 △ 4,486,177

貸付信託 ￣ ￣ ￣

その他 ￣ ￣ ￣

合　　計 25,453,786 29,939,963 △ 4,486,177

時価のない有価証券 ￣

有価証券合計 25,453,786

当年度（令和5年3月31日）

当年度（令和5年3月31日）

種　　類

第4号基本金に相当する資金を有しており、該当しない。




